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                    静岡県土木施工管理技士会 島田支部 
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工 事 名  平成２１年度 東駿河湾工業用水道事業 

（国）１号寺尾交差点配水管路移設工事（第 1 工区） 
 

工 事 場 所    静岡市 清水区 由比 寺尾地内 
 

工 期  自  平成  ２１年 １０月 ３０日 から 

              至  平成  ２２年 １２月 ２０日 まで 
 

発 注 者    静岡県 企業局 東部事務所 
 

工 事 内 容  φ1500 配水本管土工    ６０ｍ３ 

       φ1500 配水本管布設工 １４６．１ｍ 

φ400 排泥管布設工    １４．９ｍ 

       φ1500 バタフライ弁室築造工  １基 

       φ150 双口空気弁室築造工    １基 

       φ400 排泥弁室築造工      １基 

       架 台 工            ９基 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工箇所 

鋼管吊り込み状況 鋼管内面溶接状況 

富士川 

駿河湾 



はじめに 

 

 今工事は国土交通省発注の富士由比バイパス１号寺尾交差点改良工事に伴い、支障と

なる富士川より配水されている工業用水道管を移設する工事でした。 

 国土交通省発注の道路工事と平行して施工を行なう為、業者間の調整を行ないながら

工事を進めて行きました。 

 主体となるのはφ1500 配水本管布設作業で、最も重要なポイントとなるのは溶接

による鋼管接合作業であり、欠陥があれば漏水する可能性が有ります。又、国道工事で

の構造物との離隔確保が課題となりました。 

ここでは溶接部の施工管理及び品質管理の方法、鋼管布設位置の施工精度確保と工夫

した点等を述べたいと思います。 

 

①【溶接継手箇所の施工管理】 

・溶接継手箇所に欠陥が生じないよう、以下の項目を実施しました。 

１）接合作業を開始する前に、独自の溶接継手管理表を作成して溶接前と溶接後で各

継手箇所の施工管理を行ないました。（下図溶接継手管理表参照） 

２）土木工事施工管理基準の品質管理項目に該当しないルートギャップ、表面幅、目

違い量、曲げ角度の測定を日本水道鋼管協会の管理基準値を基に追加して施工管

理を行ないました。 

３）継手管理表に詳細図を添付し、どの位置及びどの項目を管理しているか誰が見て

も一目で分かるよう工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
詳細図添付 



②【溶接部の品質管理】 

・溶接箇所の欠陥確認を、試験の頻度及び種類を増加して確認しました。 

１）設計では放射線透過検査の頻度は継手箇所の１０％（４箇所）となっていました

が、全ての継手箇所（計３４箇所）で行ないました。 

２）放射線透過検査を行なう前に浸透探傷試験（カラーチェック）を行ない、欠陥が

無いか目視で確認しました。 

３）鋼継輪使用箇所では放射線透過検査が出来ないので、自主にて超音波探傷検査に

より欠陥の有無を確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
浸透探傷試験状況 超音波探傷検査状況 



③【鋼管布設位置の施工管理】 

・構造物との離隔確保と精度向上の為、法線確認を確実に行なえるよう工夫しました。 

１）平面図や縦断図には工業用水の曲がり角度や構造物との位置関係は記載されてい

ましたが、実際の座標値が明示されていなかったので、国道工事の構造物との離

隔を確実に確保できるよう、事前に国道工事施工業者と測量座標の統一をして施

工を行ないました。 

２）布設位置の確認をする為、独自の法線測定結果一覧表を作成して管理すると共に、

段階確認時や中間検査時に角度と距離の測定値を直接記入でき、精度内に収まっ

ているかその場で確認できるよう工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

 

 継手箇所及び布設位置の施工管理に重点をおいて施工した結果、溶接部の欠陥も無く、

構造物との離隔を確保できたと共に、通水後の水漏れも確認されませんでした。 

 以前施工した工事はφ８00 の鋼管でしたが、今回はφ1500 とかなり大きい鋼管で、

溶接接合においてかなり神経を使いましたが施工不良箇所も無く、無事完成できました。 

 今後同様な工事があった場合は、今回の施工管理を参考に工事を進めて行き、品質確

保及び施工精度の向上に努めたいと思います。 

 

 

 

 

 


